
 

改善箇所説明図 

 

 

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善の内容 

全車両、メータ基板の素子の製造番号を点検し、該当する場合はメータ基板を良品と交換する。 

 

識別：改善済車両には、車台番号打刻の末尾右側に黄色ペイントを塗布する。 

コンビネーションメータにおいて、メータ基板を構成する素子の生産設備の管理が不適切

なため、当該素子内部に亀裂が生じているものがある。そのため、使用過程で素子内部の回

路が短絡し、速度計や走行距離計等が表示されなくなるおそれがある。 

注：   は交換部品を示す。 
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